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礦物研究     六､ 〇〇〇　 六､ 〇〇〇円 仝 仝 仝神津俶祐
























































　ストレッス 五､ 〇〇〇　 五､ 〇〇〇 仝 仝
工学士
小門専治
電話 三､ 〇〇〇　 二､ 〇〇四　 　　九九六 仝 仝 抜山平一
細菌免疫 一､ 五〇〇　 一､ 五〇〇　 仝 仝 医学博士青木薫





古生物標本 八､ 〇〇〇　 八､ 〇〇〇　 北大ヘ寄付 仝
理学博士
松本彦七郎
ヴント文庫 五､ 四〇〇　 五､ 四〇〇　 仝 仝 法学博士佐藤丑次郎
デルボー文庫 五､ 〇〇〇　 五､ 〇〇〇 購入手続中 仝 仝
震災地調査 五､ 〇〇〇　 五､ 〇〇〇　 報告書調製中 仝
理学博士
矢部長克





























県外視察 二〇〇　 二〇〇　 報告調製中 図書館長 池田菊左ェ門
叢書刊行 五､ 五〇〇　 三､ 〇〇〇　 二､ 五〇〇 編輯中 仙台叢刊行会
県外視察 一､ 九〇〇　 一､ 九〇〇　 宮城県教育会
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表 2 ．大正13年度における「補助研究事業」に対する支払い状況
研究種目 補助高 交付済高 交付未済高 研究者 記　　　事
地質  一、八〇〇、〇〇 一、五〇〇、一四 二九九、八六 北大教授理博早坂一郎
研究ノ一部発表
研究続行中 ( 継続 )
青化物 四、〇〇〇、〇〇越　　八四七、七四 二、五七九、七八 二、二六七、九六
北大教授工学士
原龍三郎 研究続行中 ( 仝 )
アンモニア 四、〇〇〇、〇〇 四、〇〇〇、〇〇 － 仙高工教授工学士武藤盛勝 仝　　　上 ( 仝 )
史記考証 一、〇〇〇、〇〇 七〇〇、〇〇 三〇〇、〇〇 二高教授瀧川亀太郎
研究ノ一部発表、参考書訪
求其他続行中（仝）





液体分子 一、〇〇〇、〇〇 六四九、〇〇 三五一、〇〇 北大講師佐藤充
研究ノ一部発表研究
継続中 ( 新規 )
支那法制
経済用語 七八〇、〇〇 七八〇、〇〇 －
北大嘱託
東川徳治 研究継続中 ( 仝 )
神経系統 一、五〇〇、〇〇越　　六四三、九五 七三〇、〇七 一、四一三、八八
北大教授医博
丸井清泰 仝　　　上 ( 継続 )
耳鼻関係
ノ脳疾患 二、七四五、九二 一、五一五、九〇 一、二三〇、〇二
同
和田徳次郎 仝　　　上 ( 仝 )
腎臓結核 八〇〇、〇〇 三一〇、七六 四八九、二四 同杉村七太郎 仝　　　上 ( 新規 )
糖尿病 四、六六〇、〇〇越　　六九二、八九 二、九四四、一五 二、四〇八、七四
同
熊谷岱蔵 仝　　　上 ( 継続 )
日本語系統 一、五〇〇、〇〇 一、五〇〇、〇〇 － 二高教授岡澤鉦治
研究ノ一部発表
研究継続中 ( 新規 )
セメント 三、〇〇〇、〇〇 三、〇〇〇、〇〇 － 仙高工教授工学士内田 郎
研究ノ一部発表
研究継続中 ( 継続 )
細菌研究 二、〇〇〇、〇〇 一、九九六、七四 三、二六 北大教授医博青木薫 同　　　上 ( 仝 )






長谷部言人 同　　　上 ( 継続 )




研究継続中 ( 仝 )
電離用添
加剤ノ作用 一、四〇〇、〇〇 八六七、四九 五三二、五一
北大教授工学士
伏屋儀一郎 研究続行中 ( 新規 )
漆瘡 二、〇〇〇、〇〇 一九三、三六 一、八〇六、六四 北大教授医博遠山郁三 同　　　上 ( 仝 )
細胞病理 二、五〇〇、〇〇 七七四、八〇 一、七二五、二〇 同那須省三郎 同　　　上 ( 仝 )
電話 五、〇〇〇、〇〇越　　九九六、〇〇 四、〇二三、七八 一、九七二、二二
北大教授
抜山平一 同　　　上 ( 継続 )
海産哺
乳動物 五、二〇八、〇〇 四、九一七、三五 二九〇、六五
北大教授医博
井上嘉都治 同　　　上 ( 新規 )
調帯ニヨル効
力伝達 六、〇〇〇、〇〇 七六一、五〇 五、二三八、五〇
北大教授工博
砂谷智導 同　　　上 ( 仝 )
鑛物 六、〇〇〇、〇〇 三、三六八、五〇 二、六三一、五〇 北大教授理博神津淑祐 同　　　上 ( 継続 )
電気 一〇、〇〇〇、〇〇 九、八八二、二四 一一七、七六 八木秀治　　外二名 同　　　上 ( 新規 )
地震影響 二五、〇一〇、〇〇 二、九九〇、五二 二二、〇一九、四八 中村左エ門太郎 同　　　上 ( 仝 )




報告未済 ( 継続 )
熱化学 一、七五〇、八八 四九九、八〇 一、二五一、〇八 北大教授理学士、箕作新六 研究続行中 ( 仝 )
イニシアル




研究継続中 ( 仝 )
叢書刊行 二、五〇〇、〇〇 － 二、五〇〇、〇〇 叢書刊行会 研究継続中 ( 仝 )









種目 実行額 支払額 支払残 研究者 記事
狩野文

















庫購入 越　五、〇〇〇、〇〇 四、八九三、九八 一〇六、〇二 同上














表 4 ．年度を越して補助を受けた研究の件数と割合（大正12年度から昭和 2 年度）
大正 12 年度 大正 13 年度 大正 14 年度 大正 15 年度 昭和 2 年度
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繰り越して補助を受けた研究については、多い年度で約 8 割、少ない年度でも約 5 割と多く
の研究が年度を越して補助を受けていたことがわかる。継続して補助を受けた研究についても、














ており、その申請は1925（大正14）年 5 月20日開催の第 2 回評議員会において満額補助として
可決された 7 ）。翌大正15年度には中村善太郎、古田良一と連名で同じ「題目」で4,000円の学術



















































































          八木秀次　　電波ノ研究
          抜山平一　　電話機及増幅器
          千葉茂太郎　無線電信電話
          渡邊　寧　　電気振動
          岡部金治郎　真空管
          松平正壽　　送話器
          堀川初夫　　真空管
          小林勝一郎　電話機及空中通信
          橘田茂雄　　増幅器







































































表 5 ．「電気通信法ノ研究」に携わった研究者数（大正14年度から昭和 9 年度まで）
年度 大正14 大正15 昭和 2 昭和 3 昭和 4 昭和 5 昭和 6 昭和 7 昭和 8 昭和 9
研究員数 8 9 7 8 9 9 9 10 12 11
研究補助員数 22 22 29 27 27 27 32 33 32 27






4 ）昭和 3 年度の研究員数は在外研究中の渡邊寧を除いた。













































2 ） 米澤晋彦 , 吉葉恭行「財団法人による研究助成の実際－戦前の斎藤報恩会を事例として－」『東北大学史料
館紀要』第 5 号 ,2010,pp.21-22. 原文は「大正拾参年度 学術研究ノ部」『大正拾参年度執務文書』および「学
術研究費補助審査報告 採用査定ノ分」『大正拾参年度執務文書』（いずれも斎藤報恩会所蔵）。
3 ） 同上論文 ,p.22.
4 ） 同上。












料館紀要』第 5 号 , 東北大学史料館 ,2010,pp.25.
13 ） 八木秀次 , 抜山平一 , 千葉茂太郎「電気を利用する通信法の研究」『事業年報』第 8 , 斎藤報恩会 ,1932,p.198.





15 ） 同上書と『事業年報』第 2 , 財団法人斎藤報恩会 ,1926,pp.100-101. により確認した。
16 ） 八木秀次 , 抜山平一 , 千葉茂太郎「電気を利用する通信法の研究」『事業年報』第 11,1935,p.275.
17 ） 八木秀次「其の後の工学部」『工明会誌』第11号 , 東北帝国大学工学部工明会 ,1930,p.2. 附属電気通信研究
所設置のための予算要求の経緯については、東北大学百年史編纂委員会編『東北大学百年史－通史－』,
東北大学 ,2007,pp.306-309. を参照されたい。

